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 令和２年第２回 邑南町議会定例会（第２日目） 会議録 

【令和２年３月３日（火）】 

―― 午前９時30分 開会 ―― 

 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開議宣告 

 

●山中議長（山中康樹）  おはようございます。これより、本日の会議を開きます。本日の

議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。 

 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

●山中議長（山中康樹）  日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。５番宮田議員、

６番漆谷議員、お願いをいたします。 

 

                       ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 議案の説明 

 

●山中議長（山中康樹）  日程第２、昨日に続き議案の説明を行っていただきます。 

 

                       ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

（議案第43号及び議案第44号） 

 

○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 

 

○石橋町長（石橋良治）  議案第４３号から議案４４号までの提案理由をご説明申し上げま

す。まず、議案第４３号、町道路線の廃止についてでございますが、これは、町道４路線を廃

止しようとするものでございます。次に、議案第４４号、町道路線の認定についてでございま

すが、これは、新規に４路線を認定しようとするものでございます。以上、詳細につきまして

は、建設課長から説明させますので、よろしくお願いします。 

 

○上田建設課長（上田修）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  上田建設課長。 

 



○上田建設課長（上田修）  議案第４３号、町道の路線の廃止についてご説明申し上げます。

次のページの町道路線廃止調書をご覧ください。このたび廃止するのは４路線で、この内、県

道・町道改良に伴うものが１路線、起終点の変更に伴うものが３路線でございます。次のペー

ジとその次のページの路線廃止位置図も合わせてご覧下さい。整理番号１でございます。桜井

鳴滝線は、町道鳴滝線より分岐し、県道浜田作木線松浦橋を分岐後、菅田前を経由し元田屋前

を経由し県道日貫川本線までの路線でございます。整理番号２でございます。上神谷線は、町

道原田川角線木原宅前より分岐し、町道伴蔵線までの路線でございます。整理番号３でござい

ます。原田川角線は、県道浜田作木線荒水宅前より分岐し、町道伴蔵線までの路線でございま

す。整理番号４でございます。川角線は、町道川角東線日高宅前より分岐し、町道根布戸河内

線渋野宅前までの路線でございます。以上、道路法第１０条第１項の規定により、町道の路線

を廃止したいので、同法第１０条第３項の規定により議会の議決を求めるものでございます。

続きまして、議案第４４号、町道の路線の認定についてご説明申し上げます。次のページの町

道路線認定調書をご覧ください。このたび認定する路線は４路線でございます。次のページと

次の次のページの路線認定位置図も合わせてご覧下さい。はじめに整理番号１でございます。

桜井鳴滝線は、道路改良により県道浜田作木線松浦橋前を起点に変更し、菅田前を経由し元田

屋前を経由し県道日貫川本線まで、路線延長１，３９６．５８ｍを認定するものでございます。

続いて整理番号２でございます。原田川角線は、県道浜田作木線荒水宅前を分岐し、町道伴蔵

線との分岐までの路線延長１，０９３．６７ｍを認定するものでございます。整理番号３でご

ざいます。川角線は、町道川角線河野宅前に起点を変更し、町道根布戸河内線渋野宅前までの

路線延長５１０．５ｍを認定するものでございます。整理番号４でございます。簾賀治屋２号

線は、県道改良に伴い、起点を県道浜田作木線簾吉原境から、終点を県道浜田作木線簾橋バス

停前を経由し県道浜田作木線出会橋付近までの、路線延長１２３ｍを認定するものでございま

す。以上、道路法第８条第１項の規定により町道の路線を認定したいので、同法第８条第２項

の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

                       ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

（議案第45号） 

 

○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 

 

○石橋町長（石橋良治）  議案第４５号、工事請負契約の変更契約の締結についてでござい

ますが、これは、邑南町防災情報伝達システム整備工事にかかる工事請負変更契約の締結につ

いて、議会の議決を求めるものでございます。すでに、相手方と仮変更契約を結んでおります

ので、ご審議のほどよろしくお願いします。詳細につきましては、総務課長から説明させます

ので、よろしくお願いいたします。 

 

○植田総務課長（植田弘和）  議長、番外。 



 

●山中議長（山中康樹）  植田総務課長。 

 

○植田総務課長（植田弘和）  議案第４５号、工事請負契約の変更契約の締結についてご説

明いたします。  昨年６月議会定例会において議決をいただきました邑南町防災情報伝達シス

テム整備工事にかかる契約でございますが、追加いたしますオプション部分の消防連携とデー

タ連携のシステムについて方式の調整が整い金額が決定しましたので、２月１３日、広島県広

島市中区八丁堀５番７号、パナソニックシステムソリューションズジャパン株式会社中国社社

長今井克博氏と３，８７８万３，８００円増額する工事請負変更仮契約を締結したところでご

ざいます。工事請負契約の変更契約を締結したいので、地方自治法第９６条第１項及び邑南町

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定により議会

の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

                       ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

（議案第46号から議案第50号） 

 

○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 

 

○石橋町長（石橋良治）  議案第４６号から議案第５０号までの提案理由をご説明申し上げ

ます。まず、議案第４６号、令和元年度邑南町一般会計補正予算第７号は、歳入歳出それぞれ

２億４４８万６，０００円を減額するものでございます。次に、議案第４７号、令和元年度邑

南町国民健康保険事業特別会計補正予算第５号は、歳入歳出それぞれ１億９６０万７，０００

円を追加するものでございます。次に、議案第４８号、令和元年度邑南町後期高齢者医療事業

特別会計補正予算第３号は、歳入歳出それぞれ６０３万１，０００円を追加するものでござい

ます。次に、議案第４９号、令和元年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第５号は、歳入歳

出それぞれ１１９万８，０００円を減額するものでございます。次に、議案第５０号、令和元

年度邑南町水道事業会計補正予算第４号は、収益的収入の水道事業収益の減額、収益的支出の

水道事業費用の減額、資本的収入の減額、資本的支出の減額を行うものでございます。以上、

詳細につきましては、それぞれ担当課長から説明させますのでよろしくお願いいたします。 

 

○白須財務課長（白須寿）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  白須財務課長。 

 

○白須財務課長（白須寿）  議案第４６号、令和元年度邑南町一般会計補正予算第７号につ

いてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳入歳出予算の補正

でございますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億４４８万６，０００円を減額



し、歳入歳出予算の総額を１２１億８７９万７，０００円とするものでございます。詳細につ

きましては、後ほど事項別明細書の方でご説明申し上げます。以下、第２条で繰越明許費の設

定、第３条で地方債の補正がございます。６ページをお開きください。第２表繰越明許費でご

ざいます。当初予定しておりました期間での実施が困難となった事業等につきまして、翌年度

への予算の繰り越しの設定を行うものでございます。金額はそれぞれ限度額でございます。ま

ず、２款総務費のうち１項総務管理費の石見高原駅整備事業費は、土地購入に伴う関係機関と

の協議・許認可等に不測の日数を要したため、２６８万円を設定しております。続きまして、

３款民生費のうち１項社会福祉費のプレミアム付商品券事業費及びプレミアム付商品券事業

事務費は、商品券利用期限を令和２年３月３１日としており、４月以降に事業完了となるため、

２事業合わせて１，３００万円を設定しております。続きまして、６款農林水産業費のうち１

項農業費の農地耕作条件改善事業費（樋口谷地区）は、ほ場整備工事において土質が悪いこと

により不測の日数を要したため、農業水路等長寿命化・防災減災事業は、現地測量、設計、調

査業務が年末に完了し工期が確保できないため、２事業合わせて４４５万４，０００円を設定

しております。同じく、６款農林水産業費のうち３項水産業費の江川漁業協同組合アユ種苗セ

ンター整備事業費は、工事着手の遅れから年度内の完成が困難となったため、７２７万７，０

００円を設定しております。続きまして、７款商工費のうち１項商工費のいわみ温泉揚湯設備

改修事業費は、揚湯設備が年末に故障し２月補正で予算計上しましたが、ポンプが受注生産の

ため年度末までの工事完了が困難なため、１，５８４万円を設定しております。続きまして、

８款土木費のうち２項道路橋りょう費の道路新設改良費（青笹線災害防除事業）は、改良工事

に伴う道路占用物件移転に不測の日数を要したため、６３０万２，０００円を設定しておりま

す。同じく、８款土木費のうち４項住宅費の京町団地ストック改善工事は、県の見解が定まっ

ていなかった建築確認申請の要否について申請が必要となり申請手続や許可に時間を要した

ため、５００万円を設定しております。続きまして、１１款災害復旧費の１項農林水産施設災

害復旧費でございますが、令和元年梅雨前線豪雨災害（農地、現年・補助災害）、令和元年梅

雨前線豪雨災害（農業用施設、現年・補助災害）、農業用施設災害復旧事業（過年・補助災害）、

農業用施設災害復旧事業費（過年・単独災害）は、いずれも地権者等との調整に想定外の時間

要したため、令和元年梅雨前線豪雨災害（林道、現年・単独災害）は、地籍調査未了地区で用

地境界の立会に不測の日数を要したため、５事業合わせて９，４０７万９，０００円を設定し

ております。同じく、１１款災害復旧費の２項公共土木災害復旧費でございますが、令和元年

梅雨前線豪雨災害（公共土木、現年・単独災害）は、通行規制など、関係機関との協議・許認

可等に不測の日数を要したため４，７８０万円を設定しております。以上、繰越明許費の設定

は１５事業で１億９，６４３万２，０００円の限度額設定としております。７ページをご覧く

ださい。第３表地方債補正でございます。追加分としまして、現年発生農業用施設補助災害一

般単独災害復旧事業債が、起債の適用区分の変更により７０万円の追加とするものでございま

す。つづきまして、変更分としまして、過疎地域自立促進特別事業債いわゆる過疎ソフトでご

ざいますが、配分額の減少により７，９７０万円減額の２億３，４７０万円に、ごみ処理施設

整備事業債は、４，４００万円減額の２億４，０１０万円に、観光施設整備事業債は、３１０

万円減額の４４０万円に、公営住宅建設事業債は、２０万円減額の３，５００万円に、現年発

生農地補助災害復旧事業債は、５７０万円減額の１００万円に、現年発生農業用施設補助災害



復旧事業債は、３４０万円減額の３０万円に、現年発生農業用施設単独災害復旧事業債は、１

６０万円減額のゼロに、現年発生公共土木施設単独災害復旧事業債は、１，５８０万円減額の

３，７９０万円とするもので、変更分合計としましては、１億５，３５０万円減額の５億５，

３４０万円とするものでございます。これにより、地方債の限度額の合計は、補正前の限度額

１４億７，５６３万８，０００円から１億５，２８０万円を減額いたしまして、１３億２，２

８３万８，０００円とするものでございます。次のページからが「予算に関する説明書」でご

ざいます。表紙をめくっていただきますと事項別明細書となっております。１ページから３ペ

ージは総括表となっておりますので説明に合わせてご確認ください。説明の方は４ページから

させていただきますので、４ページをお開きください。はじめに、歳入でございます。主なも

のを説明させていただきます。６款地方消費税交付金１項地方消費税交付金１目地方消費税交

付金は、税率の引き上げなどにより１，１１７万３，０００円の追加とするものでございます。

７款自動車取得税交付金１項自動車取得税交付金１目自動車取得税交付金は、交付金額の確定

により５３２万３，０００円の減額とするものでございます。１０款地方交付税１項地方交付

税１目地方交付税は、特別交付税の令和元年１２月交付額等に基づき９，１２０万１，０００

円の減額とするものでございます。全国的に災害が多発したことなどにより大幅な減額となっ

ております。１２款分担金及び負担金１項分担金６目農林水産業費分担金は、農業基盤整備促

進事業の確定に伴う分担金の減で、１，２００万円の減額とするものでございます。６ページ

をお開きください。１３款使用料及び手数料１項使用料８目土木使用料は、入居者の減により

公営住宅使用料を５６２万６，０００円の減額とするものでございます。１４款国庫支出金１

項国庫負担金３目民生費国庫負担金１節社会福祉費負担金のうち障害者自立支援給付費負担

金は、負担金額の決定により１，５１１万８，０００円の減額とするものでございます。同じ

く１４款国庫支出金１項国庫負担金３目民生費国庫負担金の２節児童福祉費負担金のうち施

設型給付費負担金は、保育所措置費の決定により２，７１９万７，０００円の追加とするもの

でございます。８ページをお開きください。１４款国庫支出金２項国庫補助金３目民生費国庫

補助金１節社会福祉費補助金のうちプレミアム付商品券事業費補助金は、商品券発行枚数の減

により７００万円の減額とするものでございます。１５款県支出金１項県負担金３目民生費県

負担金１節社会福祉費負担金のうち障害者自立支援給付費負担金は、負担金額の決定により７

５５万９，０００円の減額とするものでございます。同じく１５款県支出金１項県負担金の６

目農林水産業費負担金１節地籍調査事業費負担金は、地籍調査の事業量の確定に伴い１，３７

１万円の減額とするものでございます。１０ページをお開きください。１５款県支出金２項県

補助金１１目災害復旧費県補助金のうち農地災害復旧費補助金は令和元年梅雨前線豪雨災害

に係る農地災害復旧事業費の確定に伴い、１，１４０万円の追加とするものでございます。同

じく１５款県支出金の３項委託金２目総務費委託金４節選挙費委託金は、知事、県議会議員選

挙費委託金の確定に伴い、７１１万４，０００円の減額とするものでございます。１２ページ

をお開きください。１７款寄附金１項寄附金１目一般寄附金２節ふるさと寄附金は、寄付金の

見込み額を１億７，０００万円とし８，０００万円の減額とするものでございます。１８款繰

入金２項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は、財源調整のため繰入金を１億９，２８４万５，

０００円の追加とするものでございます。１４ページをお開きください。同じく１８款繰入金

２項基金繰入金の１５目ふるさと基金繰入金１節ふるさと基金繰入金は、寄附金見込額の減に



伴い５，３１０万２，０００円の減額とするものでございます。２１款町債１項町債は、先ほ

ど地方債補正でご説明いたしましたので省略させていただきます。１８ページをお開きくださ

い。歳出でございます。主なものを説明させていただきます。２款総務費１項総務管理費１目

一般管理費のうち００１職員給与費は、退職者の確定に伴う退職手当組合特別負担金の補正な

どで、３，４１０万円の追加とするものでございます。００２一般管理費０３財政調整基金管

理費は、財源調整のため積立金を４，２３１万９，０００円減額するものでございます。１７

ふるさと基金管理費及び１８ふるさと基金事業費は、寄附金見込額の減に伴い、管理費は積立

金を８，０００万円減額、事業費は経費を５，３１０万２，０００円減額とするものでござい

ます。同じく２款総務費１項総務管理費の６目企画費の０１６まち・ひと・しごと創生総合戦

略事業費０７インバウンド（観光受入）推進事業は、国際交流員退職により４０８万９，００

０円減額するものでございます。２４ページをお開きください。３款民生費１項社会福祉費１

目社会福祉総務費のうち０１５プレミアム付商品券事業費は、商品券発行枚数の見込みにより

７００万円の減額とするものでございます。同じく、３款民生費１項社会福祉費の３目老人福

祉費のうち００３後期高齢者医療事業特別会計繰出金は、療養給付費負担金の決定などにより

６０３万１，０００円の追加とするものでございます。同じく、３款民生費１項社会福祉費の

６目障害者福祉費のうち００７訓練等給付費は、訓練給付の実績が見込みより少なかったため

３６８万円の減額とするものでございます。００８介護給付費も、介護給付の実績が見込みよ

り少なかったため８１８万４，０００円の減額とするものでございます。２６ページをお開き

ください。３款民生費２項児童福祉費２目児童福祉措置費のうち００１保育所措置費は、未満

児の増加や保育所定員の変更などに伴い１，２４７万８，０００円の追加とするものでござい

ます。同じく３款民生費の３項生活保護費２目生活保護扶助費のうち００１生活保護扶助費は、

医療扶助の増加により５８６万５，０００円の追加とするものでございます。２８ページをお

開きください。４款衛生費２項清掃費１目廃棄物処理費００２ごみ処理施設整備事業費は、邑

智郡総合事務組合への負担金が、最終処分場施設整備工事費の年度間調整により変更となり、

２，６６５万６，０００円の減額とするものでございます。３０ページをお開きください。６

款農林水産業費１項農業費３目農業振興費００５多面的機能支払事業費は、交付金額の確定に

より４３２万７、０００円を減額するものでございます。３２ページをお開きください。同じ

く６款農林水産業費１項農業費の８目地籍調査事業費は、事業量の確定に伴い１，８２８万円

の減額とするものでございます。３８ページをお開きください。１１款災害復旧費１項農林水

産施設災害復旧費の１目農地災害復旧費は、年度内の事業費の確定に伴い３２９万６，０００

円を追加、２目農業用施設災害復旧費は２６１万７，０００円の減額とするものでございます。

４０ページをお開きください。同じく１１款災害復旧費の２項公共土木災害復旧費１目公共土

木災害復旧費も、年度内の事業費の確定に伴い３９３万７，０００円の減額とするものでござ

います。以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。

よろしくお願いいたします。 

 

○種町民課長（種由美）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  種町民課長。 



 

○種町民課長（種由美）  議案第４７号と第４８号の２議案について、ご説明申し上げます。

はじめに、議案第４７号、令和元年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第５号につい

てでございます。予算書の１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億９６０万７，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億２，７４４万２，０００円とするものでございます。

詳細につきましては、予算に関する説明書の事項別明細書でご説明申し上げます。４ページ、

５ページをお開きください。この度の改正は、保険基盤安定負担金が決定したこと、一般被保

険者の医療費実績から療養給付費や高額療養費の高止まりが続いていることなどに伴い、必要

な修正を行い、補正を行っております。はじめに、歳入でございます。５款県支出金、２項の

県補助金でございますが、保険給付費の財源として、保険給付費等交付金が１億９９８万７，

０００円追加でございます。次に、９款の繰入金でございますが、１項基金繰入金につきまし

ては、国保事業基金の取り崩しを２２２万２，０００円減額するものでございます。続いて、

２項の他会計繰入金につきましては、各種繰入金の決定や取りやめに伴い、一般会計繰入金を

１８４万２，０００円追加するものでございます。次に、６ページ、７ページをお開きくださ

い。歳出でございます。２款保険給付費、１項の療養諸費でございますが、医療費の実績に基

づき見込み額を推計し、一般被保険者療養給付費を９，２１５万８，０００円追加するもので

ございます。続いて、２項の高額療養費につきましても同様に一般被保険者高額療養費の実績

に基づき見込み額を推計し、１，７８２万９，０００円追加するものでございます。次に、７

款１項の基金積立金でございますが、町単独事業分の繰入れの取りやめにより３８万円減額す

るものでございます。以上でございます。続きまして、議案第４８号、令和元年度邑南町後期

高齢者医療事業特別会計補正予算第３号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお

開きください。第１条、歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ６０３万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３億６，

３１５万９，０００円とするものでございます。詳細につきましては、事項別明細書でご説明

申し上げます。予算に関する説明書の事項別明細書４ページ、５ページをお開きください。こ

の度の補正は、平成３０年度高齢者医療制度円滑運営事業費補助金の精算や、令和元年度療養

給付費負担金の決定に伴うものでございます。はじめに、歳入でございます。５款繰入金、１

項の一般会計繰入金でございますが、事務費繰入金は、平成３０年度高齢者医療制度円滑運営

事業費補助金の精算に伴うものでございまして、１０万７，０００円追加、療養給付費負担金

繰入金につきましては令和元年度負担金の決定に伴い、５９２万４，０００円の追加で、合わ

せて６０３万１，０００円の追加でございます。次に、６ページ、７ページをお開きください。

歳出でございます。２款、後期高齢者医療広域連合納付金の１項後期高齢者医療広域連合負担

金でございます。歳入でご説明いたしましたように令和元年度療養給付費負担金の決定に伴い、

５９２万４，０００円追加とするものでございます。次に、４款諸支出金、１項償還金及び還

付加算金でございます。これにつきましても歳入でご説明いたしましたように、平成３０年度

における高齢者医療制度円滑運営事業費補助金の精算に伴う返還金として、１０万７，０００

円追加でございます。以上、２議案につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 



 

○水道課長（三上和彦）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  三上水道課長。 

 

○水道課長（三上和彦）  議案第４９号、令和元年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第

５号につきまして、ご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条をご覧

ください。予算の総額から歳入歳出それぞれ１１９万８，０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ９億４，１６７万２，０００円とするものでございます。歳入歳出予

算の補正の款項の区分及び金額につきましては２ページから３ページの第１表歳入歳出予算

補正に記載しております。主な補正につきまして、ご説明申し上げます。予算に関する説明書

の事項別明細書４ページをお開きください。歳入でございますが、１款１項分担金は、生活排

水処理事業費分担金が８０万円の減額、農業集落排水事業費分担金が１３０万円の追加、下水

道事業費分担金が２１０万円の追加でございます。これは、当初予定していた予算からの件数

の増減よるものでございます。２款１項の使用料は、瑞穂地域の農業集落排水使用料が１７０

万円の減額でございます。これは、契約件数及び人員の減によるものでございます。３款１項

の国庫補助金は、循環型社会形成推進交付金が６９万８，０００円の減額でございます。これ

は、浄化槽設置工事費減額による補助金の減額でございます。６款２項他会計繰入金は一般会

計繰入金を、８０万円の減額でございます。これは、分担金、使用料、国庫補助金、事業債の

変更に伴うの減額でございます。６ページをお開きください。９款１項町債は、６０万の減額

でございます。これは、浄化槽設置工事費減額による生活排水処理事業債の減額でございます。

８ページをお開き下さい。歳出でございますが、１款１項清掃費は、１１９万８，０００円の

減額でございます。これは、浄化槽市町村整備推進事業費の減額によるものでございます。５

款１項の公債費は、財源更生によるものでございます。予算書の１ページをお開き下さい。第

２条では、繰越明許費について、定めております。４ページをお開き下さい。３款土木費１項

下水道費、事業名矢上地区下水道整備事業費、金額３，１５１万８，０００円を繰り越しする

ものでございます。この事業については、３月竣工を予定していましたが、工事に伴う通行規

制や工事施工に時間を要することが想定されるための繰り越しでございます。再度、予算書の

１ページをお開き下さい。第３条で地方債の変更を定めております。５ページをお開き下さい。

生活排水処理事業債の限度額を６０万円減額し、１,５２０万円とするものでございます。以

上、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。よろし

くお願いいたします。続きまして、議案第５０号、令和元年度邑南町水道事業会計補正予算第

４号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。この度の補正は、主

な理由として、収益的収入の営業収益の内、給水収益及び受託工事収益の減額、収益的支出の

内、受託工事費の減額、賞与等引当金繰入額の追加、資本的収入の工事負担金の減額、資本的

支出の支障移転事業費の減額を行うものでございます。第２条におきまして、収益的収入及び

支出の補正を定めております。第１款第１項の営業収益につきまして、９７０万円減額し、そ

の計を２億１，８７０万１，０００円とするものでございます。第１款第１項の営業費用につ

きまして、１６１万２，０００円減額し、その計を３億９,１４０万円とするものでございま



す。次に、第３条で議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正を定めており

ます。職員給与費につきまして、３８万８，０００円追加し、その計を６，７５２万３，００

０円とするものでございます。また、第４条で資本的収入及び支出の補正を定めております。

第４条の文中は、不足する額、補填する財源の金額の補正を行っています。また、第１款第４

項の工事負担金を６８０万８，０００円減額し、その計を０円とし、資本的支出の第１款第１

項の建設改良費を８２８万７，０００円減額し、その計を２億８,７６２万６，０００円とす

るものでございます。詳細につきましては、邑南町水道事業会計補正予算に関する説明書の１

ページをお開き下さい。収益的収入でございますが、１款水道事業収益１項営業収益１目給水

収益を７７０万円減額でございます。これは、給水人口、給水量の減によるものです。２目受

託工事収益を２００万円減額でございます。これは、工法変更に伴い、工事を実施しないこと

となったためでございます。次に、収益的支出でございますが、１款水道事業費用１項営業費

用を１６１万２，０００円減額でございます。内訳は、１目原水及び浄水費を２４万９，００

０円減額、２目配水及び給水費を５万７，０００円減額、３目受託工事費を２００万円減額、

４目総係費を６９万４，０００円追加でございます。次に資本的収入でございますが、１款資

本的収入４項工事負担金１目工事負担金を６８０万８，０００円の減額でございます。次に、

資本的支出でございますが、１款資本的支出１項建設改良費３目支障移転事業費を８２８万７，

０００円の減額でございます。これは、県道改良に伴う水道管移転補償工事を令和２年度に実

施することになったためでございます。２ページをお開き下さい。予定キャッシュ・フロー計

算書を添付しております。３ページをお開き下さい。給与費の明細をつけております。給与費

の職員手当を３８万８，０００円追加し、２，０１１万７，０００円としております。これは、

期末勤勉手当等引当金の追加です。４ページをご覧ください。予定貸借対照表を添付しており

ますが、決算見込みを受けて、金額の補正を行っております。５ページをご覧下さい。ローマ

数字Ⅳのその他１引当金の取崩（１）当該年度において期末手当及び勤勉手当の支給並びに手

当の支給に伴い発生する法定福利費を支給するため、賞与等引当金の金額の補正を行っており

ます。以上、地方公営企業法第２４条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

よろしくお願いいたします。 

 

                       ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

（議案第51号から議案第57号） 

 

○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  石橋町長 

 

○石橋町長（石橋良治）  議案第５１号から議案第５７号までの提案理由をご説明申し上げ

ます。議案第５１号、令和２年度邑南町一般会計予算は、歳入歳出それぞれ１２４億７，５０

０万円とするものでございます。議案第５２号、令和２年度邑南町国民健康保険事業特別会計

予算は、歳入歳出それぞれ１４億４，４００万円とするものでございます。議案第５３号、令

和２年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ１億円とする



ものでございます。議案第５４号、令和２年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計予算は、歳

入歳出それぞれ３億９，４００万円とするものでございます。議案第５５号、令和２年度邑南

町下水道事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ９億８，５００万円とするものでございます。

議案第５６号、令和２年度邑南町電気通信事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ５億５，１

００万円とするものでございます。議案第５７号、令和２年度邑南町水道事業会計予算は、収

益的収入及び支出については、収入総額４億３，７１６万３，０００円、支出総額４億４，３

２３万６，０００円を見込み計上し、資本的収入及び支出については、収入総額１億７，７３

３万７，０００円、支出総額３億４，３６１万７，０００円を見込み計上し、収入不足額１億

６，６２８万円は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金により補填する

こととしたところです。詳細につきましては、それぞれ、担当課長から説明させますのでよろ

しくお願いします。 

 

●山中議長（山中康樹）  議案の説明の途中でございますが、ここで休憩に入らせていた

だきます。再開は、午前１０時３５分とさせていただきます。 

 

―― 午前10時21分 休憩 ―― 

 

―― 午前10時35分 再開 ―― 

 

●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 

 

○白須財務課長（白須寿）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  白須財務課長。 

 

○白須財務課長（白須寿）  議案第５１号、令和２年度邑南町一般会計予算についてご説明

申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の総額でございま

すが、歳入歳出それぞれ１２４億７，５００万円と定めるものでございます。対前年度１０億

２，０００万円の増額でございます。第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び金額につきまし

ては、後ほど事項別明細書でご説明申し上げます。第２条で債務負担行為、第３条で地方債が

ございます。これらも後ほどご説明申し上げます。第４条、一時借入金でございますが、限度

額を２０億円としております。第５条、歳出予算の流用でございますが、議決費目であります

款及び項を超える流用につきましては、人件費のみ同一款内での流用を認めることとしており

ます。７ページをお開きください。第２表債務負担行為でございます。町議会議員選挙費にか

かる債務負担行為を、令和２年度から令和３年度において、４００万円を限度額として設定す

るものです。８ページをお開きください。第３表地方債でございます。町営バス整備事業債２，

２３０万円は、町営バス車両購入事業に充てるものでございます。高度情報化整備事業債１，

１４０万円は、無線ＬＡＮシステム整備事業及びおおなんネットバックアップシステム導入事

業に充てるものでございます。過疎地域自立促進特別事業債、いわゆる過疎ソフトでございま



すが、２９事業に充てるため２億５，２５０万円を計上しております。石見高原駅整備事業債

３，２９０万円は、石見高原駅整備事業に充てるものでございます。拠点整備事業債２００万

円は、小さな拠点づくりモデル地区推進事業の交通拠点整備に充てるものでございます。病院

設備整備事業債７，４５０万円は、邑智病院建設改良費繰出金に充てるものでございます。ご

み処理施設整備事業債７億１，２６０万円は、邑智郡総合事務組合のごみ処理施設整備事業の

負担金に充てるものでございます。農業用ハウス整備事業債３，３３０万円は、農業用ハウス

等リース支援事業に充てるものでございます。基盤整備促進事業債６，１００万円は、中山間

地域総合整備事業や農道整備事業などに充てるものでございます。県営林道整備事業債９００

万円は、県営林道三坂小林線の負担金に充てるものでございます。観光施設整備事業債４７０

万円は、断魚渓改修事業に充てるものでございます。道路改良舗装事業債９，４７０万円は、

町道石見中央線外１１路線の改良及び安全対策事業並びに橋りょう長寿命化事業並びに道路

管理システム改修事業に充てるものでございます。公営住宅建設事業債２，７００万円は、既

設公営住宅ストック改善事業及び公営住宅建設費に充てるものでございます。消防施設整備事

業債７５０万円は、防火水槽設置事業に充てるものでございます。防災行政無線整備事業債３

億１，３４０万円は、防災無線更新事業費に充てるものでございます。消防車両整備事業債２，

９７０万円は、江津邑智消防組合消防ポンプ車及び消防団に配備しております消防積載車の更

新に充てるものでございます。防災備品整備事業債１，８９０万円は、災害対応トイレトレー

ラー整備事業に充てるものでございます。スクールバス整備事業債７５０万円は、スクールバ

ス車両整備事業に充てるものでございます。給食センター整備事業債６４０万円は、東給食セ

ンター備品整備及び西給食センター改修事業に充てるものでございます。学校施設整備事業債

７，５２０万円は、小学校及び中学校のＧＩＧＡスクール構想実現事業、口羽小学校防火設備

改修事業、高原小学校、矢上小学校屋上及び日貫小学校体育館の防水改修事業並びに石見中学

校耐力度調査に充てるものでございます。社会教育施設改修事業債１，５９０万円は、矢上農

村環境改善センター体育設備改修事業に充てるものでございます。瑞穂球場改修事業債９４０

万円は、瑞穂球場のフェンス改修事業に充てるものでございます。保健体育施設改修事業債１，

２２０万円は、田所体育館跡地整備事業に充てるものでございます。９ページをご覧ください。

過年発生農地小災害復旧事業債３８０万円は、令和元年度に発生いたしました農地小災害復旧

事業に充てるものでございます。過年発生農業用施設小災害復旧事業債１８０万円は、令和元

年度に発生いたしました農業用施設小災害復旧事業に充てるものでございます。最後に、臨時

財政対策債が１億６，６８７万４，０００円でございます。合計いたしまして２０億６４７万

４，０００円で、対前年度５億８，３３２万２，０００円の増でございます。ページをめくっ

ていただきますと、次のページから予算に関する説明書でございます。１ページから３ページ

は総括表となっております。説明は４ページからさせていただきます。４ページをお開きくだ

さい。まず歳入でございます。主なもののみ説明させていただきます。１款の町税でございま

すが、費目によって増減がございます。６ページの５項入湯税まで全体では対前年度で５２４

万６，０００円の増と見込んでおります。６ページをご覧ください。２款地方譲与税から１０

ページの９款地方特例交付金まで国の地方財政計画などを参考に予算計上をしております。６

ページの２款地方譲与税の４項森林環境譲与税は、災害防止等の観点から、森林整備を一層促

進するため譲与額が前倒しで増額されるもので１，７９４万８，０００円の増となっておりま



す。８ページをお開きください。６款法人事業税交付金は、令和２年度に新設されるもので、

県の法人事業税の一部が、地域間の税源偏在是正措置のため交付されるものです。７款地方消

費税交付金は消費税率の引き上げなどに伴い３，４７４万３，０００円の増となっております。

１０ページをお開きください。１０款地方交付税でございますが、地方交付税全体では対前年

度３，３２４万４，０００円減の５８億３，５１１万４，０００円を計上しております。この

内、普通交付税につきましては、国の地方財政計画及び県の資料により算定しております。令

和２年度からは合併算定替の特例期間が終了し一本算定となったものの、新たな算定項目「地

域社会再生事業費」が創設されたことなどに伴い前年度に比べ１．１％増の５２億５，７５０

万円を見込んでおります。一方、特別交付税は前年度に比べ１３．６％減の５億７，７６１万

４，０００円を見込んでおります。１６ページをお開きください。１４款国庫支出金１項国庫

負担金でございますが、３目民生費国庫負担金の右側のページ、２節児童福祉費負担金の施設

型給付費負担金の増などにより、１８ページをお開きください。国庫負担金の計は前年度より

７，０６２万５，０００円増の６億９２４万３，０００円を計上しております。１４款国庫支

出金２項国庫補助金でございますが、８目土木費国庫補助金の、２０ページをお開きください。

説明欄の一番上社会資本整備総合交付金の増、１０目教育費国庫補助金のＧＩＧＡスクール構

想実現事業費補助金の増などにより、国庫補助金の計は前年度より２，１８２万５，０００円

増の２億３，１３０万４，０００円を計上しております。１５款県支出金１項県負担金でござ

いますが、３目民生費県負担金の、２２ページをお開きください。右側のページでございます

が、２節児童福祉費負担金も国庫負担金と同じく施設型給付費負担金の増などにより、県負担

金の計は前年度より３，１７２万３，０００円増の３億９，６１８万１，０００円を計上して

おります。１５款県支出金２項県補助金でございますが、２目総務費県補助金は、しまね定住

推進住宅整備支援事業費補助金、小さな拠点づくり推進体制整備交付金の増などにより、前年

度より３，４１０万８，０００円増の５，６９５万１，０００円を計上しております。２４ペ

ージをお開きください。１５款県支出金２項県補助金の６目農林水産業費県補助金も、前年度

より９，４３０万３，０００円増の４億５，６３１万９，０００円を計上しております。増額

の要因としましては、２６ページをお開きください。右側のページございます。農業水路等長

寿命化・防災減災事業県補助金や農業用ハウス等リース支援事業補助金の増などによるもので

ございます。２８ページをお開きください。これらにより、県補助金の計は前年度より８，６

２１万５，０００円増の６億９６１万９，０００円を計上しております。３２ページをお開き

ください。１７款寄附金１項寄附金でございますが、１目一般寄附金のうち２節ふるさと寄附

金を対前年度２．５倍の２億円とし、寄附金の計は２億６，０００円を計上しております。１

８款繰入金２項基金繰入金でございますが、２目減債基金繰入金につきましては、令和２年度

償還分と繰上償還分２億７，３１６万９，０００円を繰り入れるものでございます。３４ペー

ジをお開きください。１８款繰入金２項基金繰入金の１５目ふるさと基金繰入金は、ふるさと

基金事業と基金を活用した１７の事業の財源に充てるため、前年度より９，７３２万８，００

０円増の１億７，８１６万１，０００円を計上しております。３０目邑南町地区別戦略資金貸

付基金繰入金は、まち・ひと・しごと創生基金積立金に充てるため、４，５００万円を繰り入

れるものでございます。３６ページをお開きください。１８款繰入金２項基金繰入金の合計額

でございますが、前年度より１億８，４２４万７，０００円増の５億５，３４６万１，０００



円を計上しております。４４ページをお開きください。２１款町債１項町債でございますが、

第３表地方債で説明させていただきましたので省略させていただきます。続きまして４８ペー

ジをお開きください。歳出でございます。歳出につきましても主なもののみ説明させていただ

きます。１款議会費でございます。９，９９７万円を計上しております。２款総務費１項総務

管理費１目一般管理費でございますが、前年度より１億５，３７９万５，０００円増の１１億

５，３７９万円を計上しております。増額の要因は、５０ページをお開きください。右ページ

の説明欄、１７ふるさと基金管理費が１億２，０００万５，０００円増の２億８，０００円、

１８ふるさと基金事業費が７，７７０万８，０００円増の１億３，２６３万２，０００円、ま

ち・ひと・しごと創生基金管理費が４，５４９万５，０００円増の４，５５１万４，０００円

となったことなどでございます。５６ページをお開きください。６目企画費でございますが、

前年度より１，２５７万９，０００円減の１億６６３万９，０００円を計上しております。減

額の要因は、５８ページをお開きください。右ページの説明欄、０１６まち・ひと・しごと創

生総合戦略事業費０５地区別戦略実現事業費が２，６７４万７，０００円減の２，４１０万９，

０００円となったことなどでございます。６２ページをお開きください。１１目情報政策費で

ございますが、前年度より１，９５９万４，０００円減の１億７，６５８万２，０００円を計

上しております。減額の要因は、６４ページをお開きください。右ページの説明欄、００２電

気通信事業特別会計繰出金が２，３４３万９，０００円減の１億４，３３５万８，０００円、

前年度に予算計上しておりましたおおなんネット基幹システム改修事業費１，４３７万１，０

００円が皆減のゼロとなったことなどでございます。１２目生活交通確保対策事業費でござい

ますが、前年度より４，４４２万４，０００円増の１億３，９３４万７，０００円を計上して

おります。増額の要因は、６６ページをお開きください。説明欄ございます。０３３石見高原

駅整備事業費が２，７５４万７，０００円増の３，２９５万９，０００円、０８２町営バス車

両購入事業費が皆増の２，２３２万５，０００円となったことなどでございます。６８ページ

をお開きください。２款総務費２項徴税費２目賦課徴収費でございますが、前年度より１，８

６９万７，０００円減の３，０４９万４，０００円を計上しております。減額の要因は、００

１賦課徴収費０２邑智郡総合事務組合負担金（情報システム課）が、機器更改が終了したため

８５８万２，０００円減の９４０万８，０００円、前年度に予算計上しておりました固定資産

評価替事務費７８９万４，０００円が皆減のゼロとなったことなどでございます。７０ページ

をお開きください。２款総務費３項戸籍住民基本台帳費１目戸籍住民基本台帳費でございます

が、前年度より４，０１７万８，０００円増の１億３，６３８万９，０００円を計上しており

ます。増額の要因は、００１戸籍住民基本台帳費０２邑智郡総合事務組合負担金（情報システ

ム課）が３，０２６万円増の４，８９２万７，０００円、０５個人番号カード事務負担金が４

０１万４，０００円増の６４０万６，０００円となったことなどでございます。２款総務費４

項選挙費３目町長選挙費でございますが、選挙執行経費１，２９５万８，０００円を計上して

おります。７２ページをお開きください。同じく、２款総務費４項選挙費でございますが、前

年度に予算計上しておりました県知事及び県議会議員選挙費１，３６８万３，０００円並びに

参議院議員選挙費１，５０８万３，０００円は、いずれも皆減のゼロでございます。７８ペー

ジをお開きください。３款民生費１項社会福祉費３目老人福祉費でございますが、前年度より

５２８万円減の２億８，０５０万３，０００円を計上しております。減額の要因は、前年度に



予算計上しておりました瑞穂東デイサービスセンタートイレ設置事業費６５５万６，０００円

が皆減のゼロとなったことなどでございます。８０ページをお開きください。５目国民年金事

務費でございますが、前年度より６８８万２，０００円減の１，５２９万２，０００円を計上

しております。減額の要因は、００１国民年金事務費０２邑智郡総合事務組合負担金（情報シ

ステム課）が３３２万７，０００円減の９９３万２，０００円となったことや、人件費の減な

どでございます。８２ページをお開きください。６目障害者福祉費でございますが、前年度よ

り１，８９０万６，０００円減の３億９，５５６万１，０００円を計上しております。減額の

要因は、００８介護給付費が２，１０３万円減の２億４，８７７万８，０００円となったこと

などでございます。８４ページをお開きください。７目介護保険事業費でございますが、前年

度より８９４万６，０００円増の３億６，８８０万１，０００円を計上しております。増額の

要因は、００１介護保険事業費０４邑智郡総合事務組合負担金（介護保険課）が１，６８１万

３，０００円増の３億６，２３４万５，０００円となったためなどでございます。８８ページ

をお開きください。３款民生費２項児童福祉費２目児童福祉措置費でございますが、前年度よ

り６，３５７万７，０００円増の６億６，９８０万５，０００円を計上しております。増額の

要因は、００１保育所措置費０１保育所措置費が５，６０３万２，０００円増の５億２，９６

６万６，０００円、０３保育所町単独補助費が４７０万１，０００円増の４，６８９万８，０

００円となったことなどでございます。９０ページをお開きください。４目母子福祉費でござ

いますが、前年度より９３３万７，０００円減の４，０３８万１，０００円を計上しておりま

す。減額の要因は、００１母子福祉費０１児童扶養手当支給費が、前年度は支給月の変更に伴

い１５か月分の手当額を計上していたため、９５７万３，０００円減の３，６６１万４，００

０円となったことなどでございます。９４ページをお開きください。４款衛生費１項保健衛生

費の１目保健衛生総務費でございますが、前年度より２，７９５万３，０００円増の６億６７

３万６，０００円を計上しております。増額の要因は、００４上水道事業会計繰出金が４，４

８７万８，０００円増の２億８，０９４万７，０００円となったためなどでございます。１０

０ページをお開きください。８目病院費でございますが、前年度より８，５３５万８，０００

円増の３億５，５０３万６，０００円を計上しております。建設改良費の増などが要因でござ

います。１０２ページをお開きください。４款衛生費２項清掃費の１目廃棄物処理費でござい

ますが、前年度より４億１，４６０万９，０００円増の９億９，８５９万円を計上しておりま

す。増額の要因は、００２ごみ処理施設整備事業費が４億４，４５４万１，０００円増の７億

２，８７１万１，０００円となったことなどでございます。６款農林水産業費１項農業費１目

農業委員会費でございますが、人件費の減などにより前年度より６７３万４，０００円減の２，

４１３万１，０００円を計上しております。１０４ページをお開きください。２目農業総務費

でございますが、人件費の減などにより前年度より６０６万７，０００円減の６，１４７万円

を計上しております。３目農業振興費でございますが、前年度より６，８３５万円増の５億４，

４８９万１，０００円を計上しております。増額の要因は、１０６ページをお開き下さい。右

ページの説明欄、０１２産地創生事業費が、前年度の新・農林水産振興がんばる地域応援総合

事業から事業名が変わり、７１６万１，０００円増の９４７万８，０００円、１０８ページを

お開きください。右ページの説明欄、０２３農業用ハウス等リース支援事業が皆増の６，６６

６万６，０００円となったことなどでございます。５目農地費でございますが、前年度より８，



１１０万６，０００円増の４億５，４８６万７，０００円を計上しております。増額の要因は、

１１０ページをお開きください。右ページの説明欄、０１１県営中山間地域総合整備事業費０

１中山間地域総合整備事業費が９９０万円増の２，７９０万円、０２２農村地域防災減災事業

費０１農業水路等長寿命化・防災減災事業が４，００１万円増の４，５０３万円、０２農業水

路等長寿命化・防災減災事業農業用施設修繕が皆増の３，８００万円となったことなどでござ

います。６目農業基盤整備費でございますが、前年度より１，５０３万円減の４，４７５万円

を計上しております。減額の要因は、００２県営農道保全事業費０１農道改修事業負担金が２，

２２５万円減の２、０２５万円となったことなどでございます。１１４ページをお開きくださ

い。６款農林水産業費２項林業費２目林業振興費でございますが、前年度より１，０２３万７，

０００円増の１億５，１８２万４，０００円を計上しております。増額の要因は、１１６ペー

ジをお開きください。右ページの説明欄、０１７邑南町森林環境保全対策基金管理費が１，７

９５万円増の３，４９６万８，０００円、０１８邑南町森林環境保全対策基金活用事業が７３

３万６，０００円増の１，３２６万１，０００円となったことなどでございます。１１６ペー

ジの下、６款農林水産業費の水産業費は、前年度に予算計上しておりました江川漁業協同組合

アユ種苗センター整備事業費７２７万７，０００円が皆減のゼロとなっております。１１８ペ

ージをお開きください。７款商工費１項商工費２目商工業振興費でございますが、前年度より

１，４６４万７，０００円減の８，８８６万３，０００円を計上しております。減額の要因は、

００１農林商工等連携サポート事業０１農林商工等連携サポート事業が１，０７４万２，００

０円減の４，３９６万８，０００円となったことなどでございます。１２４ページをお開きく

ださい。８款土木費１項土木管理費１目土木総務費でございますが、人件費の増などにより前

年度より１，４５２万６，０００円増の６，１６９万３，０００円を計上しております。１２

６ページをお開きください。８款土木費２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費でござい

ますが、前年度より８４６万５，０００円増の１，３０７万１，０００円を計上しております。

増額の要因は、００５道路管理ＷＥＢシステム改修事業費が皆増の８４６万５，０００円とな

ったことでございます。２目道路維持費でございますが、前年度より１，４９６万４，０００

円増の１億１，７２１万４，０００円を計上しております。増額の要因は、００２道路維持費

０１道路維持費（石見）が８３３万７，０００円増の２，２５２万２，０００円となったこと

などでございます。１２８ページをお開きください。３目道路新設改良費でございますが、前

年度より６，１２０万１，０００円増の２億１，２２３万５，０００円を計上しております。

令和２年度は、道路８路線の新設改良事業及び４路線の安全対策事業などを行うこととしてお

ります。５目橋りょう新設改良費でございますが、前年度より１，９２０万５，０００円減の

３，７６７万１，０００円を計上しております。減額の要因は、００１橋りょう長寿命化事業

費が２，０２０万５，０００円減の２，５６６万１，０００円となったことなどでございます。

１３２ページをお開きください。８款土木費４項住宅費１目住宅管理費でございますが、前年

度より１，０８０万９，０００円減の６，３７３万７，０００円を計上しております。減額の

要因は、前年度に予算計上しておりました公営住宅解体事業費（三本松団地２号棟）３，７９

３万５，０００円が皆減のゼロとなったことなどでございます。２目住宅建設費でございます

が、前年度より２，６７５万８，０００円増の３，０９３万１，０００円を計上しております。

増額の要因は、００５公営住宅建設費（口羽団地）が２，７６１万３，０００円増の２，９６



３万６，０００円となったことなどでございます。１３４ページをお開きください。３目住宅

政策費でございますが、前年度より１，９１１万９，０００円増の３，０８６万７，０００円

を計上しております。増額の要因は、００３賃貸住宅建設補助事業が２，４１０万４，０００

円増の２，４５５万円となったことなどでございます。９款消防費１項消防費１目常備消防費

でございますが、江津邑智消防組合負担金の減により、前年度より７７０万１，０００円減の

３億５，４４９万７，０００円を計上しております。１３８ページをお開きください。４目防

災費でございますが、前年度より２，３６３万３，０００円増の２，７２３万７，０００円を

計上しております。増額の要因は、０１２災害対応トイレトレーラー事業費が整備事業費と管

理費で皆増の２，３７９万９，０００円となったことでございます。１４０ページをお開きく

ださい。１０款教育費１項教育総務費２目事務局費でございますが、前年度より６６３万１，

０００円増の１億１，１９６万９，０００円を計上しております。増額の要因は、００４外国

語指導助手費０１外国語指導助手費が３９９万３，０００円増の１，２１２万２，０００円と

なったことなどでございます。１４４ページをお開きください。５目学校給食費でございます

が、前年度より１，０３０万５，０００円増の１億４，４１４万３，０００円を計上しており

ます。増額の要因は、００２給食センター備品整備費が皆増の２０６万８，０００円、００３

給食センター改修事業が皆増の７５０万２，０００円となったことでございます。１４６ペー

ジをお開きください。１０款教育費２項小学校費１目学校管理費でございますが、前年度より

４，２０７万２，０００円増の１億３，７４９万７，０００円を計上しております。増額の要

因は、００１小学校総務費０４小学校教科書改選指導書等整備事業費が７４６万７，０００円

増の７４７万４，０００円、１４８ページをお開きください。右ページの説明欄、０１３ギガ

スクール構想実現事業費（小学校）が皆増の３，５７２万７，０００円となったことなどでご

ざいます。２目教育振興費でございますが、前年度より９３１万円増の４，５１４万５，００

０円を計上しております。増額の要因は、００３子ども笑顔キラキラサポート事業費（小学校）

が４２０万７，０００円増の２，００８万９，０００円となったことなどでございます。３目

学校建設費でございますが、前年度より３５４万２，０００円増の３，９００万５，０００円

を計上しております。要因でございますが、前年度に予算計上しておりました石見東小学校改

修事業費３，５４６万３，０００円が皆減のゼロとなった一方、００５高原小学校改修事業費

が皆増の１，３３０万５，０００円、００８矢上小学校改修事業費が皆増の１，４４１万７，

０００円、１５０ページをお開きください。右ページの説明欄、０２５小学校体育設備緊急対

策事業が皆増の４７８万２，０００円となったことなどでございます。１０款教育費３項中学

校費１目学校管理費でございますが、前年度より２，６９０万円増の７，４９３万３，０００

円を計上しております。増額の要因は、１５２ページをお開きください。右ページの説明欄、

０１０ギガスクール構想実現事業費（中学校）が１，９６２万９，０００円の皆増となったこ

とや人件費の増などでございます。３目学校建設費でございますが、前年度より１，１４５万

円増の１，２３５万円を計上しております。増額の要因は、０１０石見中学校耐力度調査費が

皆増の１，１３４万９，０００円、０１１中学校体育設備緊急対策事業費が皆増の１００万１，

０００円となったことなどでございます。１５４ページをお開きください。１０款教育費４項

社会教育費１目社会教育総務費でございますが、人件費の増などにより、前年度より１，０９

９万１，０００円増の１億２，６０７万円を計上しております。２目公民館費でございますが、



前年度より８６４万７，０００円増の１億９，６９９万円を計上しております。要因でござい

ますが、人件費の減の一方、１５６ページをお開きください。右ページの説明欄、００６公民

館改修事業費１３公民館体育設備緊急対策事業費が皆増の２２７万７，０００円、１４矢上農

村環境改善センター体育設備改修事業費が皆増の１，６７８万２，０００円となったことなど

でございます。１６０ページをお開きください。１０款教育費５項保健体育費１目保健体育総

務費でございますが、前年度より７２２万９，０００円増額の２，４６２万４，０００円を計

上しております。増額の要因は、１６２ページをお開きください。右ページの説明欄、００４

パラリンピック招致活動費０１パラリンピック招致活動費が７７８万９，０００円増の１，３

５６万９，０００円となったことなどでございます。２目体育施設費でございますが、前年度

より４，２０９万円減の３，７０５万３，０００円を計上しております。要因でございますが、

前年度に予算計上しておりました石見スタジアム電光掲示板改修事業費６，６４７万６，００

０円が皆減のゼロとなった一方、００２公共施設等総合管理事業費０４田所体育館跡地整備事

業費が皆増の１，２９１万２，０００円、００３施設等改修事業費０１瑞穂球場改修事業費が

皆増の９９０万円、０２体育館設備緊急対策事業費が皆増の１０８万９，０００円となったこ

となどでございます。１６４ページをお開き下さい。１１款災害復旧費１項農林水産施設災害

復旧費２目農業用施設災害復旧費でございますが、前年度より８，３３７万４，０００円減の

２２６万６，０００円を計上しております。要因でございますが、前年度に予算計上しており

ました農業用施設災害復旧事業費（過年・補助災害）６，０７０万９，０００円及び農業用施

設災害復旧事業費（過年・単独災害）２，４９３万１，０００円が皆減のゼロとなった一方、

００５農業用施設災害復旧事業費（過年・小災害）が皆増の２２６万６，０００円となったこ

とでございます。１２款公債費１項公債費の１目元金でございますが、計画分は減少している

ものの繰上償還を行うため、前年度より４，７６４万７，０００円増の１５億６，３３８万７，

０００円を計上しております。２目利子でございますが、前年度より１，０５７万２，０００

円減の６，０７０万７，０００円を計上しております。予備費につきましては前年度同様３，

０００万円を計上しております。以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を

求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

○種町民課長（種由美）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  種町民課長。 

 

○種町民課長（種由美）  議案第５２号から第５４号までの３議案につきまして、ご説明申

し上げます。はじめに、議案第５２号、令和２年度邑南町国民健康保険事業特別会計予算につ

いてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条歳入歳出予算の総額は、

歳入歳出それぞれ１４億４，４００万円と定めるものでございます。詳細につきましては、予

算に関する説明書の事項別明細書でご説明申し上げます。４ページをお開きください。はじめ

に、歳入でございます。１款１項の国民健康保険税でございますが、総額、２億１，９０５万

６，０００円でございます。前年度と比べ１，８７８万８，０００円減額でございます。これ

は、総所得金額や一般被保険者数の減少、また、退職被保険者制度の経過措置の終了によるも



のでございます。なお、保険税率は令和元年度と同率で改定は行っておりません。この国保税

は、県に納めることになります「国保事業費納付金」や保健事業等に充てることになります。

続いて、５款県支出金の２項県補助金でございます。２目保険給付費等交付金は、１０億６，

０５８万３，０００円でございます。この内訳でございますが、１節普通交付金が１０億３，

０７５万１，０００円、これは町が保険者として支払う７割相当部分の療養の給付などの補て

ん分でございます。続いて、７ページをご覧いただき、２節特別交付金が２，９８３万２，０

００円、これは保険者努力支援分など町の状況に応じて交付されるものでございます。次に、

６ページに戻りまして９款繰入金２項他会計繰入金でございます。７ページの説明欄をご覧く

ださい。１節保険基盤安定繰入金が保険料軽減分及び保険者支援分、合わせまして６，８７６

万３，０００円、２節一般会計繰入金が９，５５４万円でございます。この一般会計繰入金は、

職員給与費等繰入金から福祉医療波及増繰入金までのルール分の繰入金を合わせた額でござ

います。次に、１０ページをお開きください。歳出でございます。はじめに、１款総務費の１

項総務管理費でございますが、６，７６５万５，０００円でございます。前年度と比較して１

２１万５，０００円増額でございます。これは、国保連合会関係の手数料等の単価の変更など

に伴うものでございます。続いて、２項徴収費でございますが、令和２年度からのコンビニ収

納に伴い、手数料等を増額し１３５万５，０００円でございます。次に、１２ページをお開き

ください。２款の保険給付費でございますが、１項療養諸費の１目一般被保険者療養給付費に

つきましては、前年度と比較して８，０４５万１，０００円増額の８億６，９６３万９，００

０円、２目退職被保険者等療養給付費につきましては、退職被保険者制度の経過措置が終了し

たため、該当者はありませんが、過誤調整分や退職振替分を見込んでおります。療養諸費の合

計は、８億７，９１３万７，０００円でございます。続いて、２項の高額療養費でございます

が、１４ページを開いていただき、合計１億５，１５９万４，０００円でございます。次に、

１６ページをお開きください。中程にあります５款１項の保健事業費でございますが、国保ヘ

ルスアップ事業分として１０２万１，０００円でございます。前年度と比べ８５万５，０００

円減額となっております。続いて、２項の特定健康診査等事業費は、１８ページを開いていた

だき、合計１，３８５万６，０００円でございます。２０ページをお開きください。９款諸支

出金３項繰出金でございますが、特別調整交付金に直営診療所運営費分が算入されますので、

その額４５２万７，０００円を直営診療所事業特別会計に繰り出すものでございます。次に、

１２款の国民健康保険事業費納付金でございます。この納付金は島根県に納めるもので、平成

３０年度に新設されたものでございます。県では、県全体の保険給付費を推計し、その推計額

から国庫負担金等県の歳入となる公費を控除して納付金算定基礎額を算出いたします。この基

礎額に、県内各市町村の医療費水準や所得水準等に基づき按分した額が国民健康保険事業費納

付金として市町村に請求されるものでございます。１項医療給付費分が一般被保険者及び退職

被保険者等合わせて、２億２，６０６万１，０００円でございます。次に、２２ページをお開

きいただき、２項後期高齢者支援金等分が合計６，７９９万２，０００円、続いて３項介護納

付金分が２，１３７万９，０００円となり、町が県に納める国民健康保険事業費納付金の総額

は、３億１，５４３万２，０００円でございます。これは、前年度と比較して２，９５８万２，

０００円減額でございます。以上、令和２年度邑南町国民健康保険事業特別会計予算でござい

ます。続きまして、議案第５３号、令和２年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計予



算について、ご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条歳入歳出予算

の総額は、歳入歳出それぞれ１億円と定めるものでございます。詳細につきましては、予算に

関する説明書の事項別明細書でご説明申し上げます。４ページをお開きください。はじめに、

歳入でございます。１款診療収入２項外来収入でございますが、４か所の診療所の総額を３，

７２３万円見込んでおります。次に、６ページをお開きください。３款使用料及び手数料１項

使用料でございますが、医師住宅の使用料として、２６万４，０００円計上しております。次

に、５款県支出金１項県補助金でございますが、１０万３，０００円でございます。これは、

矢上診療所で県の地域勤務医師応援事業を活用する予定のためでございます。対象経費の２分

の１が補助されます。次に、８ページをお開きください。８款の繰入金、１項他会計繰入金で

ございます。４か所の診療所運営費補てん分などで合計５，４３４万７，０００円でございま

す。前年度と比べ、４１４万９，０００円増額でございます。続いて、３項事業勘定繰入金で

ございますが、４５２万７，０００円でございます。これは、へき地診療所の阿須那及び日貫

診療所の運営費補てん分が特別調整交付金として国保会計に算入されますので、その額４５２

万７，０００円でございます。次に、１０款諸収入２項受託事業収入でございますが、１０ペ

ージをお開きください。受託事業収入は合計２４０万９，０００円でございます。次に、１２

ページをお開きください。歳出でございます。はじめに、１款の総務費、１項の施設管理費で

ございますが、４か所の診療所の総額は８，０４５万８，０００円でございます。矢上診療所

は、所長に常勤医師を迎え、阿須那、井原、日貫診療所の所長は委託契約でございます。また、

矢上診療所に公用車１台を置くこととしております。１４ページをお開きください。２款１項

の医業費でございますが、４か所の診療所の総額は、１，８６６万７，０００円でございます。

次に、４款１項公債費でございますが、町債償還金のうち利子分として１０万９，０００円計

上しております。以上、令和２年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計予算でござい

ます。続きまして、議案第５４号、令和２年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計予算につい

て、ご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条歳入歳出予算の総額は、

歳入歳出それぞれ３億９，４００万円と定めるものでございます。詳細につきましては、予算

に関する説明書の事項別明細書でご説明申し上げます。４ページをお開きください。はじめに、

歳入でございます。１款１項の後期高齢者医療保険料でございますが、後期高齢者医療広域連

合が実績に基づき算出したもので、１億２，７２１万４，０００円でございます。前年度と比

較し、２，１６４万円の増額でございます。次に、４款１項保健事業委託金でございますが、

説明欄をご覧いただき、広域連合からの健康診査、歯科検診の保健事業委託金として８８７万

５，０００円、また、令和２年度から実施されます「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な

実施」に伴う健康づくり事業委託金として９８０万円でございます。新しい事業委託の対応の

ため、前年度と比較し１，６４１万１，０００円増額となっております。次に、５款の繰入金

１項一般会計繰入金でございますが、事務費繰入金、保険基盤安定繰入金及び、療養給付費負

担金繰入金合わせまして、６ページを開いていただき、２億４，８０７万９，０００円でござ

います。次に、８ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費１項総務管理費で

ございますが、１，０１４万７，０００円でございます。前年度と比較し、４２７万６，００

０円減額となっております。主に邑智郡総合事務組合の情報システム課分の負担金の減額によ

るものでございます。次に、２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項の後期高齢者医療広域



連合負担金でございます。１目保険料等負担金が１億９，０１０万３，０００円でございます。

内訳につきまして、９ページの説明欄をご覧ください。０１の保険料負担金１億２，７２１万

４，０００円は、歳入でご説明しました後期高齢者医療保険料を、広域連合に負担金として納

付するものでございます。また、０２保険基盤安定負担金の６，２８８万９，０００円は、低

所得者等の保険料軽減分について公費で補てんされますので、同額を一般会計より繰り入れて

おります。続いて、２目療養給付費負担金でございますが、１億７，３３９万２，０００円で

ございます。これは、広域連合が現役並み所得者以外の被保険者に係る療養の給付等に要する

費用を平成３０年度の実績に基づく按分率により、市町村別負担金として請求するものでござ

います。同額を一般会計より繰り入れております。以上、広域連合負担金の合計額は３億６，

３４９万５，０００円でございます。次に、１０ページをお開きください。３款１項の保健事

業費でございますが、広域連合からの健康診査等受託事業、そして、新たに健康づくり事業を

受託し実施するため、９３７万６，０００円でございます。次に、４款諸支出金２項繰出金で

ございます。これは、歳入でご説明しました４款保健事業委託金の健康づくり事業委託金９８

０万円のうち、保健師等専門職員の人件費分として、９３０万円を一般会計に繰り出すもので

ございます。以上、令和２年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計予算でございます。３議案

につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。

よろしくお願いいたします。 

 

○水道課長（三上和彦）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  三上水道課長。 

 

○水道課長（三上和彦）  議案第５５号、令和２年度邑南町下水道事業特別会計予算につき

ましてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ９億８，５００万円と定めるものでございます。歳入歳出予算の款項の

区分及び当該区分ごとの金額は予算書の２ページから３ページの第１表歳入歳出予算による

ものでございます。第２条債務負担行為につきましては、第２表債務負担行為でご説明申し上

げます。第３条地方債につきましては、第３表地方債でご説明申し上げます。第４条一時借入

金の借り入れの最高額は、１億円と定めるものでございます。第５条歳出予算の流用につきま

しては、人件費に関する規定でございます。予算書の４ページをお開きください。第２表債務

負担行為は、下水道等排水設備工事普及促進助成金として、令和３年度から令和５年度の３年

間、３．５％以内の利子補給をするものでございます。５ページをご覧ください。第３表地方

債でございますが、生活排水処理事業債のほか５起債の限度額を１億７，３５０万円とするも

のでございます。予算に関する説明書の事項別明細書４ページをお開きください。歳入でござ

いますが、１款１項分担金は浄化槽整備１５基を予定した衛生費分担金、農林水産業費分担金、

土木費分担金の合計で３６０万１，０００円を計上しております。２款１項使用料につきまし

ては、生活排水処理使用料、農業集落排水使用料、下水道使用料を合計して１億７，１８７万

８，０００円を計上しております。６ページをお開きください。３款１項国庫補助金につきま

しては、浄化槽設置事業の補助金５３０万円、公共下水道事業の補助金５，２５０万円、農業



集落排水事業の補助金１９０万円を計上しております。６款２項他会計繰入金につきましては、

対前年度４０４万６，０００円増額の５億６，５１４万９，０００円を計上しております。８

ページをお開きください。８款１項雑入でございますが、県道及び町道改良工事に伴う移転補

償費として、１，１０５万９，０００円を計上しております。９款１項町債につきましては、

対前年度１，５９０万円増額の１億７，３５０万円を計上しております。１０ページをお開き

ください。歳出でございますが、１款１項清掃費の１目生活排水処理事業一般管理費を７，４

１４万３，０００円を計上しています。２目生活排水処理事業費は、１５基の合併浄化槽を設

置する浄化槽市町村整備推進事業費とブロアの製造中止に伴う計画的な機器更新を行うため

の生活排水処理施設機器改修事業費として２，６３６万１，０００円を計上しています。２款

１項農業費１目農業集落排水事業一般管理費は、対前年度９０４万８，０００円増額の１億３

７５万２，０００円を計上しております。１２ページをお開き下さい。２目農業集落排水事業

費は、機器の改修費、瑞穂地域遠方監視システム改修事業費として１，０２１万２，０００円

を計上しております。３款１項下水道費の１目下水道事業一般管理費につきましては、対前年

度７０４万８，０００円減額の８，３３６万１，０００円を計上しております。１４ページを

お開き下さい。２目下水道整備費につきましては、機器更新とストックマネジメント計画策定

を行う下水道ストックマネジメント事業費及び矢上地区下水道整備事業費として、１億１，８

１５万円を計上しております。１６ページをお開きください。５款１項公債費は、元金に４億

８，６６８万８，０００円、利子に８，１６４万３，０００円を計上し、元金利子合計で、５

億６，８３３万１，０００円の計上でございます。以上、地方自治法第９６条第１項の規定に

より、議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

○植田総務課長（植田弘和）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  植田総務課長。 

 

○植田総務課長（植田弘和）  議案第５６号、令和２年度邑南町電気通信事業特別会計予算

についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出予算の総額は、

歳入歳出それぞれ５億５、１００万円と定めるものでございます。詳細につきましては、事項

別明細書の４ページをお開きください。まず歳入からご説明いたします。１款の分担金及び負

担金の情報通信施設負担金でございますが、新規加入者を３０件、引き込み工事を５０か所と

見込み３４３万円としております。次に２款の使用料及び手数料の情報通信施設使用料でござ

いますが、今年度は利用料の変更を予定しておりませんのでおおむね昨年と同様の２億５、２

６１万５，０００円としております。次に６ページをお開きください。６款の繰入金につきま

しては、電気通信事業基金繰入金が２，６８２万５，０００円、一般会計繰入金が１億４，３

３５万８，０００円としております。続きまして８款の諸収入はＮＨＫ団体一括手数料等で２

６９万８，０００円としております。次に８ページをお開きください。９款の町債は新年度で

計画しております情報基盤整備事業の財源として見込んでいるものでございまして、１億２，

１７０万円を計上しております。次に、１０ページをお開きください。歳出でございます。ま

ず、１款の総務費の一般管理費でございますが、右の説明欄に記載しておりますように、００



１の電気通信事業一般管理費に１，７５８万８，０００円を計上しておりまして、この中には

２７節の公課費として消費税分を含んで計上しております。００２施設維持費は４，０４９万

１，０００円としております。この中には、ＴＡやＯＮＵなどの修繕費、電柱供架料、機器の

保守委託料のほか、工事請負費として支障移転工事費１、４００万円を見込んでおります。０

０６のサービス業務費は、ＣＳの使用料、ＩＰ回線使用料、インターネット回線使用料など６，

２８４万３，０００円としております。また、０１７のおおなんケーブルテレビ業務委託料に

つきましては、６，４３１万５，０００円としております。次に、１２ページをご覧ください。

２款電気通信事業費につきましては、説明欄の００９加入者向けネットワーク再構築事業費と

して１億２,０３８万６，０００円を計上しております。この事業は、現在製造中止となった

ＯＮＵとＯＬＴいう装置を一部地域で新しいものに交換し、回収した装置を予備機として保有

していこうとするものでございます。次に３款の基金積立金につきましては、施設加入者負担

金とインターネット利用料の一部などを積み立てるもので、１，５５７万１，０００円を見込

んでおります。４款公債費につきましては、元金が１億５,３３４万２，０００円、利子が２

２２万１，０００円でございまして合計１億５,５５６万３，０００円としております。以上、

令和２年度邑南町電気通信事業特別会計予算につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定

により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

○水道課長（三上和彦）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  三上水道課長。 

 

○水道課長（三上和彦）  議案第５７号、令和２年度邑南町水道事業会計予算についてご説

明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第２条におきまして、令和２年度の業

務予定量を定めております。令和元年度実績と令和２年度の見込みを考慮し、給水件数を４，

１８７件、年間総給水量を９２万４，６８３立米、一日平均給水量を２，５３３立米としてお

ります。主要な建設改良事業といたしまして、水道施設整備事業として、５,００１万円を予

定しております。第３条では、収益的収入及び支出について定めております。水道事業収益４

億３，７１６万３，０００円、水道事業費用４億４，３２３万６，０００円としております。

第４条では、資本的収入及び支出について定めております。資本的収入１億７，７３３万７，

０００円、資本的支出３億４，３６１万７，０００円としております。ここで、資本的収入額

が資本的支出額に対し不足する額１億６，６２８万円は、過年度分損益勘定留保資金４，２０

８万１，０００円及び当年度分損益勘定留保資金１億２，４１９万９，０００円で補填するも

のでございます。続きまして、第３条収益的収入及び支出、第４条資本的収入及び支出予算の

詳細につきましてご説明申し上げます。邑南町水道事業会計予算に関する説明書の１ページを

お開きください。収益的収入でございますが、１款水道事業収益を４億３，７１６万３，００

０円としており、１項営業収益を２億１，５８３万６，０００円、内訳は１目給水収益２億１，

５１２万１，０００円、２目その他営業収益７１万５，０００円を計上しております。２項営

業外収益は、２億２，１３２万７，０００円とし、内訳は１目他会計補助金が１億６，４８３

万８，０００円で、総務省繰出し基準の高料金対策基準が上がった関係で他会計補助金が増額



となっています。２目長期前受金戻入が５，５８９万円で、これは資産の取得に充てられた補

助金等を減価償却に併せて収益化するものでございます。３目雑収益が５９万９，０００円で、

これは獺越・断魚の飲料水供給施設の使用料を計上しております。次に収益的支出でございま

すが、１款水道事業費用を４億４，３２３万６，０００円としており、１項営業費用は３億７，

５９２万７，０００円、内訳は１目原水及び浄水費６，３１１万２，０００円で、これは水道

水を作る工程までの費用でございます。詳細は備考欄をご覧いただきたいと思います。２ペー

ジをお開き下さい。２目配水及び給水費は２，６４７万１，０００円で、これは水道水を利用

者に給水するための費用でございます。３目総係費３，６１７万４，０００円で、これは収益

的事業活動全般に関連する費用でございます。３ページをご覧ください。４目減価償却費は、

２億４，７６９万９，０００円を計上しております。５目資産減耗費は、２４７万１，０００

円を計上しております。次に、２項営業外費用は６，６８０万９，０００円です。内訳は、１

目支払利息及び企業債取扱諸費が５，１２９万６，０００円。２目消費税及び地方消費税が１，

５００万円。３目雑支出が５１万３，０００円で、これは、獺越・断魚の飲料水供給施設の維

持管理に係る費用でございます。３項予備費は、５０万円を計上しております。次に、資本的

収入及び支出についてご説明いたします。４ページをお開き下さい。資本的収入は１億７，７

３３万７，０００円としており、その内訳は１項企業債が５，０００万円。２項他会計補助金

が１億１,６１０万９，０００円でございます。この他会計補助金は、企業債償還にかかる繰

出基準に基づき一般会計から繰り入れる額でございます。３項工事負担金が１，１２２万８，

０００円で、これは県道、町道改良に伴う水道管移転工事の補償費にあたるものでございます。

次に支出でございますが、資本的支出３億４，３６１万７，０００円とし、その内訳は、１項

建設改良費６，３６７万６，０００円で、１目水道施設整備費の５，００１万円で、主な事業

内容は口羽地区土居配水池外構工事及び瑞穂東地区の吉時の配水管更新工事を行う予定でご

ざいます。２目支障移転事業費の１，３６６万６，０００円は、県道、町道改良に伴う水道管

移転補償工事費です。２項企業債償還金は、２億７，９９４万１，０００円を計上しておりま

す。予算書の２ページにお戻りください。第５条では、企業債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法を定めております。第６条では、一時借入金の限度額を１億円と定めてお

ります。第７条では、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合を定めており

ます。第８条では、議会の議決を経なければ流用することが出来ない経費として、職員給与費

７，０４４万８，０００円を定めております。第９条では、水道事業健全財政運営のため一般

会計からこの会計へ補助を受ける金額を１,７９６万９，０００円と定めております。第１０

条では、たな卸資産の購入限度額として、３００万円を定めております。予算に関する説明」

の５ページをお開きください。５ページ以降は、予算に関する説明書として、予定キャッシュ・

フロー計算書等を添付しておりますのでご参照いただきたいと存じます。以上、地方公営企業

法第２４条第２項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。宜しくお願いいたし

ます。 

 

●山中議長（山中康樹）  以上で、提出者からの提案理由の説明は、すべて終了いたしまし

た。 

 



～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第３ 陳情文書表 

 

●山中議長（山中康樹）  日程第３、陳情文書表を議題といたします。本定例会までに受

理した陳情は、お手元に配布しております陳情文書表のとおりでございます。陳情第１号に

つきましては、産業建設常任委員会に付託しましたので報告いたします。 

 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

 

日程の追加 議長発議 

 

●山中議長（山中康樹）  ここでお諮りをいたします。議員定数等のあり方に関する研究、

調査等が議会改革特別委員会に付託されております。先ほど、この調査結果について委員長か

ら報告をしたいとの申し出がありました。この委員長報告を日程に追加し、追加日程第１とし

て、議題にいたしたいと思います。これにご異議はありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

●山中議長（山中康樹）  異議なしと認めます。したがって、委員長報告を日程に追加し、

追加日程第１として、議題とすることに決定をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  ここで暫時休憩といたします。 

 

―― 午後12時２分 休憩 ―― 

 

（追加日程第１関係資料の配付） 

 

――午後12時３分 再開 ―― 

 

●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 

 

～～～～～～～○～～～～～～～ 

委員長報告 

 

●山中議長（山中康樹）  追加日程第１、議会改革特別委員会委員長報告。辰田議会改革

特別委員会委員長、登壇をお願いします。 

 

（辰田議会改革特別委員会委員長登壇） 



 

●辰田議会改革特別委員会委員長（辰田直久）  失礼いたします。令和２年３月３日。邑

南町議会議長山中康樹様。議会改革特別委員会、委員長辰田直久。委員会調査報告書。本委

員会に付託された調査事件について、調査の結果を別紙のとおり、邑南町議会会議規則第７

６条の規定により報告します。邑南町議会の改革に関する調査報告。１．調査事件。議会改

革に関する調査研究。２．調査の経過。令和元年５月２８日議会改革特別委員会、令和元年

１１月１８日先進事例調査：島根県吉賀町議会、令和元年１２月９日議会改革特別委員会、

令和元年１２月１２日議会改革特別委員会、令和２年１月１０日議会改革特別委員会。３．

調査の結果。本委員会では発足以来、議員定数や議会運営をはじめ、議員の役割やあり方な

どについて、議会意見交換会や町民アンケートを実施し、住民の皆様の声も幅広く取り入れ

ながら調査研究をして参りました。その中でも議員定数については、本委員会として重要な

課題と捉え、多くの時間を充ててきたとともに、県内外を含めて類似の自治体の人口や面積、

議員定数変更の経緯、財政状況、産業構成なども比較しながら研究して参りました。そこで、

議員定数につきましては改選期を約１年後に控え、一定の結論を得ましたので、その経緯と

結果についてご報告申し上げます。結論までのプロセスとして、本町の３３.８％の世帯から

回答を得たアンケート結果や議会主催の意見交換会での町民の意見聴取。島根県吉賀町議会

「議会活性化特別委員会」との意見交換など他町村との比較研究。国・県の検討委員会が発

行した町村議会のあり方の資料研究。本町の人口推移、産業構成などの指標調査や行財政改

革との関連を含めた将来的な研究などを中心に調査研究を行いました。そして、最終的な判

断として本年１月の議員全員協議会において、各々の議員から根拠とする意見を付して定数

の提案をいただいた結果、最多で１５人、最少で１０人、平均１２から１３人でしたが１３

人とする意見が最も多く、協議した結果、最終的には次期改選期の定数を１３人とすること

が適当であるとの結論を得ることとなりました。なお、本定例会の会期中において、議会改

革特別委員会からの発委により新しい議員定数の条例制定についての提案を図ろうとするも

のです。最後に、今後も議会本来の役目を果たし町民に信頼される議会を目指して、本町の

議会基本条例に基づいた活動とタブレットの導入等による行政の効率化など、さらに改革を

推進すべきであるということを申し添えて、議員定数のあり方に関する議会特別委員会の調

査報告といたします。以上です。 

 

●山中議長（山中康樹）  以上で委員長報告は終了いたしました。 

 

～～～～～～～○～～～～～～～ 

散会宣告 

 

●山中議長（山中康樹）  以上で、本日の日程はすべて議了いたしました。本日はこれにて

散会といたします。お疲れ様でした。 

 
―― 午後12時８分 散会 ―― 
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